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第2期牛久市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）に対するパブリックコメントの結果について 

１．意見募集期間 

令和３年2月15日（月）～令和３年3月16日（火）まで 

 

２．意見が提出できる方 

 市内に住所を有する方 

 市内に存する事務所または事業所に勤務する方 

 市内に存する学校に在学する方 

 

３．総合戦略（案）の公表・閲覧場所 

 牛久市役所３階政策企画課 

 牛久市中央生涯学習センター 

 奥野生涯学習センター 

 三日月橋生涯学習センター 

 エスカードプラザ 

 牛久運動公園 

 牛久市中央図書館 

 牛久市役所ホームページ 

 

４．意見提出数 

3件  
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５．ご意見内容と市の考え方 

通番 ご意見 市の考え方 

1-1 ≪要望 1≫ PDCA と KPI について 

 

牛久市は検証と改善（PDCA）の重要性を認識されていますので、当然ながら、第 1 期総合戦略（2015～

2020 年）の結果分析に基づいて、第 2 期総合戦略（2021～2024 年）を立案されたものと考えますので、

その分析（総括）を公表して下さい。 

 

ご承知のとおり、第 1 期総合戦略（2015～2020 年）と第 2 期総合戦略（2021～2024 年）の重要業績評価

指標（KPI）の数と内容が大きく変更されています。例えば、農業関係の KPI については、下記のとおり

です。 

 

第 1 期総合戦略（3 項目） 

 ・新規就農者数 

 ・認定農業者数 

 ・耕作放棄面積 

 

第 2 期総合戦略（8 項目） 

 ・農業ヘルパー制度利用者数 

 ・農作物オーナー数 

 ・元気農園の利用者数 

 ・農業体験開催支援数および参加者数 

 ・農地の貸付件数 

 ・農産物の付加価値向上支援件数 

 

 

第 1 期総合戦略の結果分析の公表につ

いては、目標年次である本年度までの

評価を実施し、公表を予定しています。 

 

 

 

農業関係の KPI について、第 1 期の 3

項目のうち、新規就農者数と認定農業

者数については基本目標３の「数値目

標」にしました。 

KPI については、より具体的なアクシ

ョンの結果を捉えていくことにしまし

た。 

耕作放棄地については、KPI に農地の

貸付件数を増やしていくことで結果と

して減らしていくことを目指します。 

 

第 1 期の総合戦略については、国の総

合戦略の体系や記載内容に沿った施策

を網羅的に列挙した結果、総花的にな
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通番 ご意見 市の考え方 

 ・認定農業者における女性農業者数 

 ・事業実施による特産品・食品メニュー開発数 

 

今回は第 2 期総合戦略ですので、①第 1 期から第 2 期に継続する KPI、②第 1 期で打ち切った KPI、③第

2 期から新規に使う KPI があるはずです。特に、①の継続案件については、その結果を紹介して下さい。

また、②の打ち切り案件についても、打ち切る理由を説明して下さい。 

ってしまったという反省がありまし

た。 

第 2 期については、庁内担当課が単独

で実施するような施策は総合計画や個

別計画で推進することとし、総合戦略

では庁内連携や市民との協働が必要な

施策等に絞り込んで重点的に取り組む

こととしました。 

したがって、施策の内容も大きく変わ

りましたので、KPI も一から見直しま

した。 

1-2 ≪要望 2≫ アンケート結果の図（20 頁）について 

 

ご承知のことと思いますが、本来、４象限マトリックスを使ったアンケート分析図の交点は、重要度 3、

満足度 3 であり、アンケートの平均（重要度の 3.99、満足度 2.53）ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見のとおりの分析方法は認識して

おりますが、本アンケートにつきまし

ては、市として重要と考えている項目

を設問としているため、ほとんどの項

目の結果が重要度３以上、満足度 3 以

下という結果となることから、その中

でもより重点的に改善すべきものを把

握するため、平均値より劣る項目を抽

出することとしました。 
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通番 ご意見 市の考え方 

20 頁の図では、牛久市の重点改善項目の面積が小さく見えてしまうので、適当ではありません。従って、

20 頁の図ではなく、下記の図のように、第 2 期総合戦略の重点改善項目の改善度合いが分かりやすく表示

されている図を使って下さい。 

 

左図のような分析結果は、「牛久市総合

計画・総合戦略の検討に係るアンケー

ト報告書」としてホームページにアッ

プしておりますので、ご確認下さい。 

1-3 ≪要望 3≫ 「関係人口」について 

 

「関係人口」という用語は、第 2 期総合戦略で初めて使われております。まだ市民権を得ている用語では

ないと思いますので、紙面が許せば、説明文に加えて、総務省のホームページで使われている図を挿入し

て下さい。 

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html 

ご意見を踏まえ、説明を追加いたしま

す。 

1-4 ≪要望 4≫ 農業の「関係人口」について 

 

基本施策の１つに 「2-2.農業を軸とした関係人口の創出」(38 頁)があります。関係人口のみならず、さ

らに一歩進めて、定住人口を増やす施策にも触れて下さい。 

基本施策 2-1.「ちょうどいい田舎暮ら

しの実現支援」が主な定住施策です。 

また全体的にも移住定住促進につなが

る施策を取り上げています。 

2-1  基本方針や戦略についてですが、誰もが納得するような必要な取り組みだと感じました。しかし、誰も 本総合戦略と同時検討中の総合計画か
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通番 ご意見 市の考え方 

が納得するような内容であるからこそ、「本当の優先事項はどれなのか」「最も力を入れる取り組みがどれ

なのか」がわからず、取り組む力が分散されてしまいどれもこれも中途半端になってしまわないのかが不

安になってしまう。思い切って取り組みを集約する、年度ごとに集中して取り組みを行うなど、確実に成

果が現れるように取り組みをして欲しいです。 

 

ら絞り込んだ内容を記載しており、「取

組内容」のレベルでは全て優先事項で

す。すでに取り組んでいるものが多く、

事業の拡充や連携強化などでより効果

を高めていきたいと考えております。 

2-2  また、さまざまな市政がある中で、本戦略・取り組みが「どの程度の割合を占めるのか」「予算割り当て

がどの程度なのか」をはっきりした方が良いと思います。 

 

ご指摘のとおりで、次期総合計画では、

計画と予算を結びつけることを記載し

ており、手法については今後検討して

いきます。 

2-3  本取組を進めるにあたっては、役所内だけで進めるのではなく、市民（高齢者や学生などの若者）・市内

企業・外部コンサルタントなどで構成したワーキンググループを結成して、思い切った意見を出し合う機

会を是非とも作って欲しいです。市のために貢献したいと考えている市民はたくさんいると思いますが、

そのための機会や手段がわからないという方もいると思います。 

今回の計画策定にあたっても、市民の

皆様とのワークショップを開催する予

定でしたが、新型コロナの影響で中止

しました。 

今後、そういった機会を設けていきた

いと考えており、実施時には広報うし

くや SNS 等でご案内します。 

3-1 戦略への意見等というものではありませんが書かせていただきます。 

まちに人出があって人が動き、お金が動き、経済が活性化しないと「まち」はどんどん寂れると思います。 

それには市民の気持ちを刺激する事をしていただきたいです。この一年、コロナでほとんどの人がひきこ

もり状態のようになりましたが、この後のことを考えてです。 

市の様子を知るのはまだまだ「広報うしく」に頼る人が多いと思いますので、市報の活用、内容の充実を

していただきたいです。新しい？「みんなの農業」とか大変良いと思います。他の分野でも後継者情報は

色々な「縁」につながるかもしれません。 

今般のコロナ感染症による影響は大変

大きなものと認識しております。ご意

見のとおり、「縁」につながるよう、市

の情報を様々な方法で発信し、関係人

口の創出などの取組に努めてまいりま

す。 
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通番 ご意見 市の考え方 

3-2 創生プロジェクト推進課で、シャトーやエスカードビルの情報をもっと取り上げてください（法人とはい

え、市が株主で税金投入しているのですから、シャトー存続には 25,000 人もの署名が集まったのですか

ら）。シャトーのレストラン、ショップもやっているの？という人が多いです。 

芋銭さんの絵はがきももっと目立つところで売ったらどうでしょうか？ 

大人のためのワインパーティー（未成年除く）も開いて欲しいです。 

市としましても牛久シャトー、エスカ

ード牛久ビルの復活については、重要

な施策と捉えており、事業推進に向け、

参考とさせていただきます。 

3-3 あまり聞かない市内の学校の同窓会開催を促進したらどうでしょう？ 

地元のつながりが増え、愛着が生まれ、商工会の飲食店の利用増加を期待して。 

駅前の祭り（商工会）を広げるために、市民ホールの駐車場で行うゴッタ市のように。 

各「たまり場」やボランティア団体の活動を順次紹介する「協会だより」のように。 

関係人口の創出、子育て世代の定住な

どに向けた施策については、様々な手

法があると思われます。ご提案につき

ましては、今後の事業実施に向け、参考

とさせていただきます。 

3-4 若い人、子育て世代も、使用者の責任で身近な公民館、自治会館を利用できるように仕向けて欲しいです。 自治会活動をはじめとする地域コミュ

ニティでの活動においても、若年層の

参加が進まないことは課題となってい

ます。今後の事業推進に向けて参考と

させていただきます。 

3-5 市に学生のための奨学金はあるのでしょうか？有ったら是非それも市民に知らせてください。 当市において奨学金の制度はございま

せん。その他、施策については、市広報

紙、ホームページ、SNS 等により発信

してまいります。 

3-6 多大な労力を費やしただろう第 4 次総合計画・基本計画には残念ながら 3 通のコメントだったとか、ぜひ

該当の課で検討してください。 

計画推進に向けて周知を図り、市民の

皆様との共創にて進めて行けるよう努

めてまいります。 

 


